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議員提出議案第15号 

本田・金町消防団の分団本部施設に対する財政支援等の充実を求める意見書 

 上記の議案を提出する。 

  平成26年６月25日 

提出者 

６番 米 川 大二郎  ２４番 平田 みつよし 

２５番 筒井 たかひさ  ２９番 上 村 やす子 

                ３０番 三小田 准 一  ３１番 中 村 しんご 

                ３２番 荒 井 彰 一  ３３番 上 原 ゆみえ 

３４番 出口 よしゆき  ３５番 安 西 俊 一 

                ３９番 米 山 真 吾  ４０番 清 水   忠 

  秋 家 聡 明  殿 

 

本田・金町消防団の分団本部施設に対する財政支援等の充実を求める意見書 

消防団は、地震や台風、水害などの大規模災害発生時に、初期消火や救助・救護活動な

どを行う地域防災リーダーとしての役割を担っており、また、平常時における火災や水難

事故などの救助活動、さらには地域のための警備など、地域住民の日頃の生活安全にも大

きな役割を果たしている。 

また、東日本大震災以降、消防団の地域における存在と体制の活性化はますます重視さ

れ、団員としての資質の向上や増員も求められている。 

しかし一方で、施設面においては、老朽化している分団施設が速やかに更新されていな

かったり、未だ設置すらされていない分団が存在する現状がある。 

さらに、分団員の待機スペースや打ち合せ場所の面積が狭隘で、資機材の保管場所も十

分確保されていないなど、本部としての機能を持たない分団施設もある。 

今後の大規模災害に備えて万全の体制を整えておくためにも、分団施設に対する財政上

のさらなる強化や代替地の確保等を図り、東京都が主体的に動く中で、施設の新設・更新

を速やかに進めることが、望まれる対応策である。 

よって、本区議会は東京都に対し、本区の本田・金町消防団の分団本部施設に対する財

政支援等の充実を強く求めるものである。 
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以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 


